
６

広
報
は
や
ま
3
月
号

神
奈
川
県
知
事
賞

�
井
曽
二
郎（
白
菜
）

葉
山
町
長
賞

永
津　

幸
江（
梅
干
）

よ
こ
す
か
葉
山
農
業
協
同
組
合

組
合
長
賞

福
本　

辰
男（
ほ
う
れ
ん
草
）

神
奈
川
県
横
須
賀
三
浦
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
賞　

矢
嶋
さ
と
の
（
夏
み
か
ん
）

葉
山
町
議
会
議
長
賞　

石
井　

壽
榮（
里
芋
）

葉
山
町
農
業
委
員
会
会
長
賞

鈴
木　

勉（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

三
浦
半
島
農
業
改
良
推
進
協
議

会
会
長
賞

鈴
木　

惠
子（
切
干
大
根
）

三
浦
半
島
地
域
野
菜
協
議
会

会
長
賞

戸
塚　

英
寿（
小
松
菜
）

神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞

山
田　

洋
一（
甘
夏
）

葉
山
町
朝
市
農
産
物
加
工
振
興

会
会
長
賞

三
留　

宏
子（
大
根
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課

　

内
線
�
三
七
三

各
賞
受
賞
者
と
受
賞
品
目

（
敬
称
略
）

　災害に強い水道づくりや安全で良質な水を

安定してお届けする事業を継続していくた

め、４月から水道料金を引き上げます。

問合せ　県企業庁水道局逗子営業所

　�８７３－３９２５

　

非
核
平
和
事
業
の
推
進
の
た
め
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、一
二

〇
人
・
二
一
八
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。選
考
委
員
会
で
厳

正
に
審
査
し
た
結
果
、次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た（
敬
称
略
、学
校
・

学
年
に
つ
い
て
は
、応
募
時（
平
成
十
七
年
七
月
）の
も
の
で
す
）。

金
賞

　
「
核
Ｎ
ｏ
！
」
と
声
を
あ
げ
よ
う　

葉
山
か
ら

塚
田　

七
菜
（
葉
山
中
三
年
）

銀
賞

　

今
す
ぐ
に　

笑
顔
の
対
話
と
核
放
棄烏

頭
尾
拓
磨
（
葉
山
中
三
年
）

銅
賞

　

非
核
の
輪　

作
っ
て
守
ろ
う　

平
和
の
輪

佐
藤　

修
平
（
葉
山
中
三
年
）

佳
作

　

平
和
こ
そ　

わ
れ
ら
の
地
球
（
ほ
し
）
の
核
と
な
れ

二
見　
　

梓
（
南
郷
中
一
年
）

　

青
い
空
、
白
い
雲　

み
ん
な
の
笑
顔
を
な
く
す
核

油
谷　
　

渚
（
葉
山
中
三
年
）

　

核
兵
器　

な
く
し
て
ひ
ら
こ
う　

平
和
の
と
び
ら

鈴
木　

勇
佑
（
葉
山
中
三
年
）

　

未
来
へ
の　

夢
を
奪
う
な　

核
の
火
で角田

悠
紀
子
（
葉
山
中
三
年
）

　

葉
山
か
ら　

世
界
へ
つ
た
え
る　

非
核
の
心

川
村　

篤
史
（
葉
山
中
三
年
）

葉
山
町
非
核
平
和
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品

平
成
十
七
年
度

　「登録文化財制度」とは保存と

活用の措置を特に必要とする文化

財を国が「文化財登録原簿」に登

録するという国の保護制度です。

　緩やかに文化財を守ってゆく

制度で、文化財を活用しながら

保存していくことを基本として

います。登録後も、今まで通り

に使え、外観を大きく変えなけ

れば、内部を改装して活用する

こともできます。

「登録有形文化財」に 
あてはまる建造物の基準

建築後５０年を経過している建造

物で、

・国土の歴史的景観に寄与して

いるもの

第
四
八
回

葉
山
町
農
産
物

品
評
会
結
果
発
表

・造形の規範となっているもの

・再現することが容易でないもの

にあてはまる建造物が登録の資

格を持っています。

登録すると適用される優遇措置

●保存・活用するために必要な

修理の設計監理費の２分の１

を国が補助

●敷地の地価税を２分の１に減税

●家屋の固定資産税を１０分の３

控除

●改修などに必要な資金を日本

政策投資銀行から低利で融資

（融資条件などは金融機関に

お問合せください）

問合せ　生涯学習課
　�内線４５３

文化財を活用しながら保存する　　
「国の登録有形文化財建造物」について

水道料金引き上げのお知らせ

水道料金の例（２ヶ月につき・消費税込み）

差額現行
料金新料金使用水量

（２ヶ月）
区分

用途

２２７１，２６４１，４９１１６�までの場
合（基本水量）家事用

７５６４，０３４４，７９０４０�の場合

２２７１，２６４１，４９１１６�までの場
合（基本水量）業務用

２，０７９１７，１４０１９，２１９１００�の場合

単位：円



７

Ｑ
地
区
計
画
制
度
の
趣
旨
は
？

Ａ　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
法
令

等
（
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
等
）
に
基
づ
く
ル
ー
ル
に
よ

り
優
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
ル
ー
ル
は
町
全
域
を
対
象
と
し
た
必

要
最
低
限
の
ル
ー
ル
の
た
め
、
地
区
の
実

情
に
十
分
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
区
計

画
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
計
画

は
、
法
律
で
す
で
に
決
め
ら
れ
て
い
る
各

種
の
ル
ー
ル
に
加
え
、
そ
の
地
区
の
住
民

や
地
権
者
等
が
決
め
た
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
を「
そ
の
地
区
独
自
の
都
市
計
画
」

と
し
て
定
め
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
く

よ
う
町
が
運
用
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
地
区
計
画
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
決
め
ら
れ

る
の
？

Ａ　

地
区
計
画
で
は
、「
地
区
の
方
針
」
と

「
地
区
整
備
計
画
」
を
定
め
ま
す
。

　
「
地
区
の
方
針
」
は
、
そ
の
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
を
、
ど
の
よ
う
な
目
標
を
た
て
、

ど
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
に
行
っ
て

い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　
「
地
区
整
備
計
画
」
は
、「
地
区
の
方
針
」

に
基
づ
く
具
体
的
な
ル
ー
ル
で
す
。
た
だ

し
、
個
人
の
権
利
を
あ
る
程
度
制
限
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
ル
ー
ル
と
し
て
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
が
あ
ら
か
じ
め
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
地
区
計
画
制
度
Ｑ
＆
Ａ
〜

◆
地
区
整
備
計
画
で
定
め
ら
れ
る 

　

具
体
的
な
内
容

●
地
区
施
設
の
配
置
の
規
模
（
道
路
や

公
園
等
の
位
置
と
大
き
さ
）

●
建
築
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

建
築
物
の
用
途
、
敷
地
面
積
の
最

低
限
度
、
建
築
物
の
容
積
率
、
建
ぺ

い
率
、
建
築
物
の
壁
面
の
位
置
、
建

築
物
の
高
さ
、
建
築
物
の
形
態
又
は

意
匠
、
か
き
・
さ
く
（
塀
）
の
高
さ

や
構
造

●
土
地
利
用
の
ル
ー
ル

　

現
存
す
る
樹
林
地
や
緑
地
の
保
全

な
ど

Ｑ
地
区
計
画
は
ど
う
い
う
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
で
き
る
の
？

Ａ　

現
在
の
良
好
な
環
境
を
守
り
た
い
場

合
、
現
在
の
ま
ち
な
み
を
改
善
し
て
い
き

た
い
場
合
、
今
後
、
無
秩
序
な
小
開
発
を

避
け
、
良
好
な
環
境
の
地
区
に
し
て
い
き

た
い
場
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課

　

�
内
線
三
五
一
・
三
五
三

お
知
ら
せ

　湘南獣医師会と藤沢市獣医師会によ

る動物の夜間救急病院が開院しました。

日にち　２月２０日（月）開院

診療時間　２１時～６時

住所　藤沢市片瀬４－１４－８

問合せ　２１時～６時

　�０４６６－２６－９９１２

　６時～２１時　湘南獣医師会会長　本田

　�０４６７－３２－０５５６

　葉山どうぶつ病院　金子　

　�８７５－１１９９

　県では体外受精及び顕微授精（特定不妊治療）による不妊治療を受診し

たご夫婦に対して、治療費の助成を行っています。県指定の医療機関で治

療を受けた人は、治療終了後早めに申請してください。

対象　県内（横浜、川崎、横須賀、相模原市を除く）に在住し、県指定の

医療機関で昨年４月から今年３月に特定不妊治療を受けた人（３月中に

治療を終了した人が４月に申請した場合は翌年度分として助成します。）

所得制限　６５０万円未満（夫婦合算）

限度額　１年度あたり１０万円（通算２年度支給）

※事業説明リーフレット、申請書、証明書は鎌倉保健福祉事務所、町役場、

町保健センターにあります。

問合せ　鎌倉保健福祉事務所　�０４６７－２４－３９００

湘南夜間救急動物病院
（シーメック）開院 特定不妊治療費助成事業神奈川県

公 共 工 事 の お 知 ら せ

備　考請負者竣工期限施工場所工事種別

堀内１７３３
付近�坂口土木平成１８年３月２４日堀内：「京浜団地」内

の町道他
下水道工事
（管路布設工事）

問合せ　財政課　�内線３２３




